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(57)【要約】
【課題】歪みのある画像内における物体の画像処理後の
画素値が、物体の位置によって変化することを抑制する
ことのできる技術を提供する。
【解決手段】本発明の画像処理装置は、画像を分割して
得られる分割領域毎に、入力画像信号の画素値のヒスト
グラムを取得する取得手段と、前記入力画像信号が歪ん
だ画像の信号である場合に、前記分割領域毎に、前記取
得手段で取得されたヒストグラムを、画像が歪んだ状態
での分割領域の面積と、画像が歪んでない状態での分割
領域の面積とに基づいて補正する補正手段と、前記分割
領域毎に、前記補正手段による補正後のヒストグラムに
基づいて、前記入力画像信号に画像処理を施す画像処理
手段と、を有し、前記補正手段は、画像が歪んでない状
態での分割領域の面積が、画像が歪んだ状態での分割領
域の面積よりも大きいときに、ヒストグラムの度数を増
やす。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を分割して得られる分割領域毎に、入力画像信号の画素値のヒストグラムを取得す
る取得手段と、
　前記入力画像信号が歪んだ画像の信号である場合に、前記分割領域毎に、前記取得手段
で取得されたヒストグラムを、画像が歪んだ状態での分割領域の面積と、画像が歪んでな
い状態での分割領域の面積とに基づいて補正する補正手段と、
　前記分割領域毎に、前記補正手段による補正後のヒストグラムに基づいて、前記入力画
像信号に画像処理を施す画像処理手段と、
を有し、
　前記補正手段は、画像が歪んでない状態での分割領域の面積が、画像が歪んだ状態での
分割領域の面積よりも大きいときに、ヒストグラムの度数を増やす
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記補正手段は、ヒストグラムの度数に、画像が歪んだ状態での分割領域の面積に対す
る、画像が歪んでない状態での分割領域の面積の比を乗算する
ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記画像処理手段は、
　　前記補正手段による補正前のヒストグラムに基づく画像処理パラメータが、前記補正
手段による補正後のヒストグラムに基づく画像処理パラメータから所定範囲内の値である
場合に、前記補正手段による補正前のヒストグラムに基づく画像処理パラメータを用いて
前記入力画像信号に画像処理を施し、
　　前記補正手段による補正前のヒストグラムに基づく画像処理パラメータが、前記補正
手段による補正後のヒストグラムに基づく画像処理パラメータから所定範囲内の値でない
場合に、前記補正手段による補正前のヒストグラムに基づく画像処理パラメータを前記所
定範囲内の値に変換し、変換後の画像処理パラメータを用いて前記入力画像信号に画像処
理を施す
ことを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記画像処理手段は、前記補正手段による補正前のヒストグラムに基づく画像処理パラ
メータが、前記補正手段による補正後のヒストグラムに基づく画像処理パラメータから所
定範囲内の値でない場合に、前記補正手段による補正前のヒストグラムに基づく画像処理
パラメータを、前記所定範囲内の値のうち最も前記補正前のヒストグラムに基づく画像処
理パラメータに近い値に変換する
ことを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記入力画像信号が、撮影された画像の領域である撮影領域と、それ以外の領域である
非撮影領域とを含む画像の信号である場合に、前記取得手段は、撮影領域の画素値のみの
ヒストグラムを取得する
ことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記入力画像信号が、撮影された画像の領域である撮影領域と、それ以外の領域である
非撮影領域とを含む画像の信号である場合に、前記画像処理手段は、撮影領域に対しての
み画像処理を施す
ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記入力画像信号が静止画の信号である場合に、前記画像処理手段は、前記補正手段に
よる補正前のヒストグラムに基づいて、前記入力画像信号に画像処理を施す
ことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の画像処理装置。
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【請求項８】
　画像を分割して得られる分割領域毎に、入力画像信号の画素値のヒストグラムを取得す
る第１取得手段と、
　入力画像信号の画像全体の画素値のヒストグラムを取得する第２取得手段と、
　前記入力画像信号が歪んだ画像の信号でない場合に、前記第１取得手段で取得されたヒ
ストグラムに基づいて、前記入力画像信号に画像処理を施し、前記入力画像信号が歪んだ
画像の信号である場合に、前記第２取得手段で取得されたヒストグラムに基づいて、前記
入力画像信号に画像処理を施す画像処理手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項９】
　前記画像処理手段は、画像の歪みの度合いが所定の閾値以下である場合に、前記第１取
得手段で取得されたヒストグラムに基づいて、前記入力画像信号に画像処理を施し、画像
の歪みの度合いが前記所定の閾値より大きい場合に、前記第２取得手段で取得されたヒス
トグラムに基づいて、前記入力画像信号に画像処理を施す
ことを特徴とする請求項８に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記入力画像信号が静止画の信号である場合に、前記画像処理手段は、画像の歪みに拘
わらず、前記第１取得手段で取得されたヒストグラムに基づいて、前記入力画像信号に画
像処理を施す
ことを特徴とする請求項８または９に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記入力画像信号が、撮影された画像の領域である撮影領域と、それ以外の領域である
非撮影領域とを含む画像の信号である場合に、前記第１取得手段と前記第２取得手段は、
撮影領域の画素値のみのヒストグラムを取得する
ことを特徴とする請求項８～１０のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　コンピュータが、画像を分割して得られる分割領域毎に、入力画像信号の画素値のヒス
トグラムを取得する取得ステップと、
　コンピュータが、前記入力画像信号が歪んだ画像の信号である場合に、前記分割領域毎
に、前記取得ステップで取得されたヒストグラムを、画像が歪んだ状態での分割領域の面
積と、画像が歪んでない状態での分割領域の面積とに基づいて補正する補正ステップと、
　コンピュータが、前記分割領域毎に、前記補正ステップによる補正後のヒストグラムに
基づいて、前記入力画像信号に画像処理を施す画像処理ステップと、
を有し、
　前記補正ステップでは、画像が歪んでない状態での分割領域の面積が、画像が歪んだ状
態での分割領域の面積よりも大きいときに、ヒストグラムの度数が増やされる
ことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１３】
　前記補正ステップでは、ヒストグラムの度数に、画像が歪んだ状態での分割領域の面積
に対する、画像が歪んでない状態での分割領域の面積の比が乗算される
ことを特徴とする請求項１２に記載の画像処理方法。
【請求項１４】
　前記画像処理ステップでは、
　　前記補正ステップによる補正前のヒストグラムに基づく画像処理パラメータが、前記
補正ステップによる補正後のヒストグラムに基づく画像処理パラメータから所定範囲内の
値である場合に、前記補正ステップによる補正前のヒストグラムに基づく画像処理パラメ
ータを用いて前記入力画像信号に画像処理が施され、
　　前記補正ステップによる補正前のヒストグラムに基づく画像処理パラメータが、前記
補正ステップによる補正後のヒストグラムに基づく画像処理パラメータから所定範囲内の
値でない場合に、前記補正ステップによる補正前のヒストグラムに基づく画像処理パラメ
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ータが前記所定範囲内の値に変換され、変換後の画像処理パラメータを用いて前記入力画
像信号に画像処理が施される
ことを特徴とする請求項１２または１３に記載の画像処理方法。
【請求項１５】
　前記画像処理ステップでは、前記補正ステップによる補正前のヒストグラムに基づく画
像処理パラメータが、前記補正ステップによる補正後のヒストグラムに基づく画像処理パ
ラメータから所定範囲内の値でない場合に、前記補正ステップによる補正前のヒストグラ
ムに基づく画像処理パラメータが、前記所定範囲内の値のうち最も前記補正前のヒストグ
ラムに基づく画像処理パラメータに近い値に変換される
ことを特徴とする請求項１４に記載の画像処理方法。
【請求項１６】
　前記入力画像信号が、撮影された画像の領域である撮影領域と、それ以外の領域である
非撮影領域とを含む画像の信号である場合に、前記取得ステップでは、撮影領域の画素値
のみのヒストグラムが取得される
ことを特徴とする請求項１２～１５のいずれか１項に記載の画像処理方法。
【請求項１７】
　前記入力画像信号が、撮影された画像の領域である撮影領域と、それ以外の領域である
非撮影領域とを含む画像の信号である場合に、前記画像処理ステップでは、撮影領域に対
してのみ画像処理が施される
ことを特徴とする請求項１２～１６のいずれか１項に記載の画像処理方法。
【請求項１８】
　前記入力画像信号が静止画の信号である場合に、前記画像処理ステップでは、前記補正
ステップによる補正前のヒストグラムに基づいて、前記入力画像信号に画像処理が施され
る
ことを特徴とする請求項１２～１７のいずれか１項に記載の画像処理方法。
【請求項１９】
　コンピュータが、画像を分割して得られる分割領域毎に、入力画像信号の画素値のヒス
トグラムを取得する第１取得ステップと、
　コンピュータが、入力画像信号の画像全体の画素値のヒストグラムを取得する第２取得
ステップと、
　コンピュータが、前記入力画像信号が歪んだ画像の信号でない場合に、前記第１取得ス
テップで取得されたヒストグラムに基づいて、前記入力画像信号に画像処理を施し、前記
入力画像信号が歪んだ画像の信号である場合に、前記第２取得ステップで取得されたヒス
トグラムに基づいて、前記入力画像信号に画像処理を施す画像処理ステップと、
を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項２０】
　前記画像処理ステップでは、画像の歪みの度合いが所定の閾値以下である場合に、前記
第１取得ステップで取得されたヒストグラムに基づいて、前記入力画像信号に画像処理が
施され、画像の歪みの度合いが前記所定の閾値より大きい場合に、前記第２取得ステップ
で取得されたヒストグラムに基づいて、前記入力画像信号に画像処理が施される
ことを特徴とする請求項１９に記載の画像処理方法。
【請求項２１】
　前記入力画像信号が静止画の信号である場合に、前記画像処理ステップでは、画像の歪
みに拘わらず、前記第１取得ステップで取得されたヒストグラムに基づいて、前記入力画
像信号に画像処理が施される
ことを特徴とする請求項１９または２０に記載の画像処理方法。
【請求項２２】
　前記入力画像信号が、撮影された画像の領域である撮影領域と、それ以外の領域である
非撮影領域とを含む画像の信号である場合に、前記第１取得ステップと前記第２取得ステ
ップでは、撮影領域の画素値のみのヒストグラムが取得される
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ことを特徴とする請求項１９～２１のいずれか１項に記載の画像処理方法。
【請求項２３】
　請求項１２～２２のいずれか１項に記載の画像処理方法の各ステップをコンピュータに
実行させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置、画像処理方法、及び、プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルカメラで撮影する場合に、魚眼レンズなどを用いて、意図的に歪みを持つ画像
を撮影することがある。このような意図的な歪みを持つ画像に対する画像処理に関する技
術は、例えば、特許文献１，２に開示されている。具体的には、特許文献１には、画像の
歪みを補正した後に画像の特徴量を抽出する技術が開示されている。特許文献２には、魚
眼像の手ぶれを補正する技術が開示されている。
【０００３】
　また近年、デジタル一眼レフカメラを用いた動画の撮影が行われており、魚眼レンズを
使用した動画の撮影も行われている。動画を高画質化するための技術には、局所ダイナミ
ックガンマ処理がある。局所ダイナミックガンマ処理では、画像を分割して得られる分割
領域毎に、画素値の統計量（具体的には画素値のヒストグラム）が取得される。そして、
分割領域毎に、取得した統計量に基づいて階調変換処理が行われる。局所ダイナミックガ
ンマ処理により、見かけ上の動画の階調性を向上させることができる。従って、魚眼レン
ズを使用して撮影した動画に対しても局所ダイナミックガンマ処理を行うことが望ましい
。局所ダイナミックガンマ処理に関する従来技術は、例えば、特許文献３に開示されてい
る。特許文献３に開示の技術では、階調変換処理の階調変換特性が時間方向に平均化され
る。即ち、特許文献３に開示の技術では、階調変換処理の階調変換特性の時間に対する変
化が抑制される。それにより、物体が動いたときに生じる明るさのちらつきを抑えること
ができる。
【０００４】
　しかしながら、魚眼レンズを用いて撮影された画像のように歪みのある画像では、同じ
物体でも、物体のサイズは画像内の位置によって異なる。そのため、物体の位置によって
、当該物体を含む分割領域のヒストグラムにおける、当該物体の画素値の度数が異なって
しまう。その結果、物体が移動する動画像において、当該物体を含む分割領域の階調変換
特性が変化し、当該物体の明るさが変化してしまう（明るさのちらつきが生じてしまう）
。例えば、図１３のように、魚眼レンズを用いた画像では、物体は、画像の中央部で大き
く、画像の端部で小さくなる。ここで、階調変換処理では、分割領域に含まれる低階調画
素（階調値の低い画素）が少ない場合に、低階調側の階調性が下げられるものとする。ま
た、分割領域に含まれる低階調画素が多い場合に、低階調側の階調性が高められるものと
する。画像の背景の色を白色（高階調）とし、物体の色を灰色（低階調）とすると、物体
が画像の中央部に位置する場合には、物体を含む分割領域内の物体の画素（階調値の低い
画素）が多くなる。その結果、物体を含む分割領域では、低階調側の階調性が高められ、
物体の明るさが明るくなる。一方、物体が画像の端部に位置する場合には、物体を含む分
割領域内の物体の画素が少なくなる。その結果、物体を含む分割領域では、低階調側の階
調性が下げられ、物体の明るさが暗くなる。そのため、物体が中央部から端部に移動する
動画像では、物体の明るさが徐々に暗くなるという明るさのちらつきが生じてしまう。ま
た、物体が端部から中央部に移動する動画像では、物体の明るさが徐々に明るくなるとい
う明るさのちらつきが生じてしまう。特許文献３に開示の技術は歪みのある画像を想定し
た技術ではないため、特許文献３に開示の技術を用いても、上記課題を解決することはで
きない。
　また、階調変換処理に限らず、分割領域毎の画素値（階調値）のヒストグラムに基づい



(6) JP 2014-10776 A 2014.1.20

10

20

30

40

50

て行う画像処理においては、上記課題と同様の課題が生じてしまう。具体的には、歪みの
ある画像内における物体の画像処理後の画素値が、当該物体の位置によって変化してしま
う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－３０６１９９号公報
【特許文献２】特開２００６－２９５６２６号公報
【特許文献３】特開２００６－１６５８２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、歪みのある画像内における物体の画像処理後の画素値が、物体の位置によっ
て変化することを抑制することのできる技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１の態様は、
　画像を分割して得られる分割領域毎に、入力画像信号の画素値のヒストグラムを取得す
る取得手段と、
　前記入力画像信号が歪んだ画像の信号である場合に、前記分割領域毎に、前記取得手段
で取得されたヒストグラムを、画像が歪んだ状態での分割領域の面積と、画像が歪んでな
い状態での分割領域の面積とに基づいて補正する補正手段と、
　前記分割領域毎に、前記補正手段による補正後のヒストグラムに基づいて、前記入力画
像信号に画像処理を施す画像処理手段と、
を有し、
　前記補正手段は、画像が歪んでない状態での分割領域の面積が、画像が歪んだ状態での
分割領域の面積よりも大きいときに、ヒストグラムの度数を増やす
ことを特徴とする画像処理装置である。
【０００８】
　本発明の第２の態様は、
　画像を分割して得られる分割領域毎に、入力画像信号の画素値のヒストグラムを取得す
る第１取得手段と、
　入力画像信号の画像全体の画素値のヒストグラムを取得する第２取得手段と、
　前記入力画像信号が歪んだ画像の信号でない場合に、前記第１取得手段で取得されたヒ
ストグラムに基づいて、前記入力画像信号に画像処理を施し、前記入力画像信号が歪んだ
画像の信号である場合に、前記第２取得手段で取得されたヒストグラムに基づいて、前記
入力画像信号に画像処理を施す画像処理手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置である。
【０００９】
　本発明の第３の態様は、
　コンピュータが、画像を分割して得られる分割領域毎に、入力画像信号の画素値のヒス
トグラムを取得する取得ステップと、
　コンピュータが、前記入力画像信号が歪んだ画像の信号である場合に、前記分割領域毎
に、前記取得ステップで取得されたヒストグラムを、画像が歪んだ状態での分割領域の面
積と、画像が歪んでない状態での分割領域の面積とに基づいて補正する補正ステップと、
　コンピュータが、前記分割領域毎に、前記補正ステップによる補正後のヒストグラムに
基づいて、前記入力画像信号に画像処理を施す画像処理ステップと、
を有し、
　前記補正ステップでは、画像が歪んでない状態での分割領域の面積が、画像が歪んだ状
態での分割領域の面積よりも大きいときに、ヒストグラムの度数が増やされる
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ことを特徴とする画像処理方法である。
【００１０】
　本発明の第４の態様は、
　コンピュータが、画像を分割して得られる分割領域毎に、入力画像信号の画素値のヒス
トグラムを取得する第１取得ステップと、
　コンピュータが、入力画像信号の画像全体の画素値のヒストグラムを取得する第２取得
ステップと、
　コンピュータが、前記入力画像信号が歪んだ画像の信号でない場合に、前記第１取得ス
テップで取得されたヒストグラムに基づいて、前記入力画像信号に画像処理を施し、前記
入力画像信号が歪んだ画像の信号である場合に、前記第２取得ステップで取得されたヒス
トグラムに基づいて、前記入力画像信号に画像処理を施す画像処理ステップと、
を有することを特徴とする画像処理方法である。
【００１１】
　本発明の第５の態様は、
　上記画像処理方法の各ステップをコンピュータに実行させることを特徴とするプログラ
ムである。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、歪みのある画像内における物体の画像処理後の画素値が、物体の位置
によって変化することを抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】実施例１に係る画像処理装置の機能構成の一例を示すブロック図
【図２】入力画像信号の一例を示す図
【図３】入力画像信号の一例を示す図
【図４】補正係数の求め方の一例を説明するための図
【図５】補正前のヒストグラムの一例を示す図
【図６】実施例１の階調変換パラメータ決定部の処理フローの一例を示すフロー図
【図７】階調変換処理の一例を説明するための図
【図８】入力画像信号の一例を示す図
【図９】入力画像信号の一例を示す図
【図１０】実施例１の効果の一例を示す図
【図１１】黒側変換カーブの一例を示す図
【図１２】実施例２に係る画像処理装置の機能構成の一例を示すブロック図
【図１３】歪みのある画像内における物体のサイズの変化の一例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　＜実施例１＞
　本発明の実施例１に係る画像処理装置及び画像処理方法について図を参照して説明する
。なお、本実施例では、画像処理装置により局所ダイナミックガンマ処理が行われる場合
について説明する。局所ダイナミックガンマ処理では、画像を分割して得られる分割領域
毎に、入力画像信号の画素値のヒストグラムが取得される。そして、分割領域毎のヒスト
グラムに基づいて、分割領域毎に、階調変換パラメータ（例えばガンマ値（ガンマカーブ
））が決定される。その後、分割領域毎の階調変換パラメータに基づいて、分割領域毎に
、その分割領域内の画素値（階調値）が変換される（階調変換処理）。
　なお、画像処理は、階調変換処理に限らない。画像処理はどのような画像処理であって
もよい。例えば、画像処理は画像の色を変換する色変換処理であってもよい。
【００１５】
　図１は、本実施例に係る画像処理装置の機能構成の一例を示すブロック図である。本実
施例に係る画像処理装置は、ケラレ検出部１０１、ヒストグラム取得部１０２、補正係数
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算出部１０３、ヒストグラム補正部１０４、階調変換パラメータ仮決定部１０５，１０６
、階調変換パラメータ決定部１０７、階調変換部１０８、などを有する。
　図１の各機能部は、不図示のＣＰＵ（中央演算処理装置；コンピュータ）が、不図示の
メモリ等の記録媒体に記憶されたプログラムを読み出して実行することにより実現される
。
【００１６】
　本実施例では、入力画像信号のＹ値、Ｃｂ値、Ｃｒ値（各８ビット）のうち、Ｙ値の階
調を変換する。具体的には、画像処理装置の入力端子に、入力画像信号としてＹＣｂＣｒ
信号が入力される。そして、Ｙ値が階調変換部１０８で変換（階調変換）され、階調変換
後のＹＣｂＣｒ信号が、画像処理装置の出力端子から出力される。
　なお、入力画像信号はＹＣｂＣｒ信号に限らない。例えば、入力画像信号はＲＧＢ信号
であってもよい。そして、ＲＧＢ信号に画像処理が施されて、画像処理後のＲＧＢ信号が
出力されてもよい。具体的には、入力画像信号であるＲＧＢ信号からＹ値を算出し、算出
したＹ値のヒストグラムに基づいてＲ値、Ｇ値、Ｂ値に画像処理が施されてもよい。また
、入力画像信号であるＲＧＢ信号がＹＣｂＣｒ信号に変換され、変換後のＹＣｂＣｒ信号
に画像処理が施されてもよい。そして、画像処理後のＹＣｂＣｒ信号が出力されてもよい
。画像処理後のＹＣｂＣｒ信号がＲＧＢ信号に変換され、変換後のＹＣｂＣｒ信号が出力
されてもよい。
【００１７】
　また、本実施例では、階調変換部１０８は画素単位で階調変換を行うものとする。ケラ
レ検出部１０１、ヒストグラム取得部１０２、ヒストグラム補正部１０４、階調変換パラ
メータ仮決定部１０５は、入力画像信号がデジタル写真などの静止画の信号である場合に
は、画像毎（入力画像信号毎）に処理を行い、処理結果を更新する。即ち、入力画像信号
（静止画）が変更されたタイミングで処理が行われ、処理結果が更新される。入力画像信
号が動画の信号である場合には、フレーム毎やフィールド毎に処理が行われ、処理結果が
更新される。また、補正係数算出部１０３は、入力の画像の歪み方が変わったタイミング
で処理を行い、処理結果を更新する。
　なお、処理の実行タイミングや処理結果の更新タイミングは、上記タイミングに限らな
い。例えば、ケラレ検出部１０１、ヒストグラム取得部１０２、ヒストグラム補正部１０
４、階調変換パラメータ仮決定部１０５は、入力画像信号が静止画の信号か動画の信号か
に拘わらず、フレーム毎やフィールド毎に処理を行い、処理結果を更新してもよい。但し
、入力画像信号が静止画の信号である場合には、更新前後の処理結果は同じとなる。また
、補正係数算出部１０３は、フレーム毎やフィールド毎に処理を行い、処理結果を更新し
てもよい。但し、入力画像信号の画像の歪み方が変わらない間は、更新前後の処理結果は
同じとなる。
【００１８】
　ケラレ検出部１０１について説明する。
　図２，３は、入力画像信号の一例を示す図である。図２，３は、入力画像信号が歪んだ
画像の信号である場合の例である。具体的には、図２，３は、魚眼レンズを用いて撮影さ
れた入力画像信号の例である。図２，３の中央の白色領域は、撮影された画像の領域（撮
影領域）である。斜線の領域は、撮影された画像の領域以外の領域（非撮影領域；典型的
には黒色の領域）である。非撮影領域は、一般的に、ケラレ（口径蝕）と呼ばれる。ケラ
レ検出部１０１は、撮影領域と非撮影領域の境界を検出する。撮影領域と非撮影領域の境
界は、例えば、画像の上下左右の端から画素値が黒でなくなる位置を探すことで検出する
ことができる。ケラレ検出部１０１は、撮影領域と非撮影領域の境界を表す境界情報ｋｚ
を出力する。
【００１９】
　ヒストグラム取得部１０２について説明する。
　ヒストグラム取得部１０２は、画像を分割して得られる分割領域毎に、入力画像信号の
画素値のヒストグラム（ａ＿ｙｈ）を取得する。本実施例では、画像を水平方向１０個×



(9) JP 2014-10776 A 2014.1.20

10

20

30

40

50

垂直方向６個の計６０個の分割領域に分割するものとする。また、本実施例では、ヒスト
グラム取得部１０２は、境界情報ｋｚに基づいて、撮影領域の画素値のみのヒストグラム
を取得する（非撮影領域の画素値はヒストグラムに含めない）。
　なお、本実施例ではマトリクス状に画像を分割するものとしたが、画像の分割方法はこ
れに限らない。例えば、画像は短冊状に分割されてもよい。また、分割領域の数は６０個
に限らない。分割領域の数は、３０個や９０個など、６０個より多くても少なくてもよい
。
　なお、ヒストグラムは、外部から取得されてもよいし、入力画像信号から取得（検出）
されもよい。
【００２０】
　補正係数算出部１０３とヒストグラム補正部１０４について説明する。
　補正係数算出部１０３とヒストグラム補正部１０４は、入力画像信号が歪んだ画像の信
号である場合に、分割領域毎に、ヒストグラム取得部１０２で取得されたヒストグラムａ
＿ｙｈを補正する。本実施例では、画像が歪んだ状態での分割領域の面積と、画像が歪ん
でない状態での分割領域の面積とに基づいて、ヒストグラムａ＿ｙｈが補正される。
【００２１】
　補正係数算出部１０３は、入力画像信号に対応する歪曲収差情報を参照して、分割領域
毎の補正係数ａ＿ｇａｉｎを算出する。補正係数ａ＿ｇａｉｎは、ヒストグラムを補正す
る際に使用する補正係数である。本実施例では、補正係数ａ＿ｇａｉｎとして、画像が歪
んだ状態での分割領域の面積に対する、画像が歪んでない状態での分割領域の面積の比が
算出される。歪曲収差情報は、撮影に使用したレンズなどによって決まる情報であり、画
像の歪み方（画像の歪みの度合い）を表す情報である。歪曲収差情報は、例えば、歪曲座
標から通常座標への変換表と、通常座標から歪曲座標への変換表とを含む情報である。通
常座標は、歪みの無い画像に対応する歪みの無い空間内の座標である。歪曲座標は、魚眼
レンズで撮影したような歪みのある画像に対応する歪みのある空間内の座標である。本実
施例では、歪曲座標から通常座標への変換を（ｘ’，ｙ’）＝ｇ（ｘ，ｙ）、通常座標か
ら歪曲座標への変換を（ｘ，ｙ）＝ｆ（ｘ’，ｙ’）と表記する。ここで、（ｘ，ｙ）は
歪曲座標である。（ｘ’，ｙ’）は、歪曲座標（ｘ，ｙ）に対応する通常座標である。ｇ
、ｆは変換係数である。
　なお、歪曲収差情報は、外部から入力されてもよいし、画像処理装置内に予め記憶され
ていてもよい。例えば、歪曲収差情報は入力画像信号にメタデータとして付加されていて
もよい。画像処理装置内に予め記憶された複数の歪曲収差情報の中から、ユーザ操作に応
じて使用する歪曲収差情報が選択されてもよい。
【００２２】
　具体的な補正係数の求め方について、図４を用いて説明する。
　図４の領域ｂｌｋ１（座標ａ１，ａ２，ａ３，ａ４を頂点とする長方形（正方形を含む
）の領域）は、画像が歪んだ状態での分割領域（歪曲分割領域）である。ここで、分割領
域ｂｌｋ１の垂直方向のサイズをａ＿ｖ、水平方向のサイズをａ＿ｈとする。
　まず、補正係数算出部１０３は、歪曲分割領域から通常分割領域を求める。通常分割領
域は、画像が歪んでない状態での分割領域、即ち、歪曲分割領域内の画像の歪みを補正（
除去）して得られる領域である。なお、矩形の歪曲分割領域に対応する通常分割領域は必
ずしも矩形にはならないが、本実施例では、計算を簡略化するために、通常分割領域とし
て矩形の領域を求める。
　具体的には、補正係数算出部１０３は、分割領域ｂｌｋ１の四隅の座標ａ１，ａ２，ａ
３，ａ４（歪曲座標）を、歪曲収差情報の（ｘ’，ｙ’）＝ｇ（ｘ，ｙ）を用いて通常座
標ａ１’，ａ２’，ａ３’，ａ４’に変換する。そして、補正係数算出部１０３は、歪曲
座標ａ１，ａ２，ａ３，ａ４に対応する通常座標ａ１’，ａ２’，ａ３’，ａ４’に基づ
いて、通常分割領域として矩形の領域を求める。本実施例では、通常座標ａ１’，ａ２’
，ａ３’，ａ４’を頂点とする四角形ｂｌｋ３の対角位置にある２点を対角位置とする矩
形の領域ｂｌｋ２が、通常分割領域とされる。領域ｂｌｋ２の垂直方向のサイズはａ＿ｖ
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２であり、水平方向のサイズはａ＿ｈ２である。
　そして、補正係数算出部１０３は、式１を用いて、補正係数ａ＿ｇａｉｎとして、歪曲
分割領域に対する通常分割領域の比を求める。
 
　　ａ＿ｇａｉｎ＝（ａ＿ｖ２×ａ＿ｈ２）／（ａ＿ｖ×ａ＿ｈ）　・・・（式１）
 
　補正係数算出部１０３は、分割領域毎（歪曲分割領域毎）に、補正係数ａ＿ｇａｉｎを
求める。
　なお、通常分割領域の求め方は上記方法に限らない。例えば、通常座標ａ１’，ａ２’
，ａ３’，ａ４’を頂点とする四角形ｂｌｋ３の各辺の中点を通る矩形の領域が、通常分
割領域とされてもよい。四角形ｂｌｋ３の領域が通常分割領域とされてもよい。歪曲分割
領域の輪郭上の複数の位置（歪曲座標）を複数の通常座標に変換し、当該複数の通常座標
を繋いで得られる領域が通常分割領域とされてもよい。
【００２３】
　ヒストグラム補正部１０４は、分割領域毎に、補正係数ａ＿ｇａｉｎを用いて、ヒスト
グラムａ＿ｙｈを補正する。本実施例では、補正後のヒストグラムを補正ヒストグラムｈ
＿ｙｈと記載する。具体的には、ヒストグラム補正部１０４は、分割領域毎に、ヒストグ
ラムａ＿ｙｈの度数に補正係数ａ＿ｇａｉｎを乗算することにより、補正ヒストグラムｈ
＿ｙｈを算出する。
　なお、ヒストグラムａ＿ｙｈの補正方法は上記方法に限らない。通常分割領域の面積が
、当該通常分割領域に対応する歪曲分割領域の面積よりも大きいときに、ヒストグラムａ
＿ｙｈの度数が増やされればよい。例えば、通常分割領域の面積が、当該通常分割領域に
対応する歪曲分割領域の面積よりも大きいときに、それらの面積の差に基づいてヒストグ
ラムａ＿ｙｈが補正されてもよい。具体的には、上記面積の差が大きいほど度数が多くな
るように、ヒストグラムａ＿ｙｈが補正されてもよい。上記面積の差が大きいほど大きい
補正係数ａ＿ｇａｉｎが算出されてもよい。くなるように、歪曲分割領域に対する通常分
割領域の比が大きいほど大きい補正係数ａ＿ｇａｉｎ（歪曲分割領域に対する通常分割領
域の比とは異なる値）が算出されてもよい。ヒストグラムａ＿ｙｈに補正係数ａ＿ｇａｉ
ｎが乗算されるのではなく、ヒストグラムａ＿ｙｈに補正値が加算されてもよい。
【００２４】
　階調変換パラメータ仮決定部１０５，１０６、階調変換パラメータ決定部１０７、及び
、階調変換部１０８について説明する。
　階調変換パラメータ仮決定部１０５，１０６、階調変換パラメータ決定部１０７、及び
、階調変換部１０８により、分割領域毎に、補正ヒストグラムｈ＿ｙｈに基づいて、入力
画像信号に画像処理（階調変換処理）が施される。
【００２５】
　階調変換パラメータ仮決定部１０５は、分割領域毎に、ヒストグラムａ＿ｙｈ（補正前
のヒストグラム）から、階調変換パラメータを仮決定する。具体的には、階調変換パラメ
ータ仮決定部１０５は、分割領域毎に、黒側変換カーブ番号ａ＿ｋｃｒｖと白側変換カー
ブ番号ａ＿ｗｃｒｖとを決定する。黒側変換カーブ番号ａ＿ｋｃｒｖは、低階調範囲のガ
ンマカーブを示す番号である。白側変換カーブ番号ａ＿ｗｃｒｖは、高階調範囲のガンマ
カーブを示す番号である。
　なお、本実施例では、低階調範囲が階調値０～１２８の範囲であり、高階調範囲が階調
値１９２～２５５の範囲であるものとするが、低階調範囲と高階調範囲はこれに限らない
。低階調範囲は、階調値０～６４の範囲や階調値０～１６０の範囲など、階調値０～１２
８の範囲より狭くても広くてもよい。また、低階調範囲の階調値の最小値は、５や１０な
ど、０でなくてもよい。高階調範囲は、階調値２２４～２５５の範囲や階調値１６０～２
５５の範囲など、階調値１９２～２５５の範囲より狭くても広くてもよい。また、高階調
範囲の階調値の最大値は、２４５や２５０など、２５５でなくてもよい。
【００２６】
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　階調変換パラメータ仮決定部１０５は、処理対象の分割領域のヒストグラムａ＿ｙｈか
ら、当該分割領域の黒側局所ＭＡＸ階調値、白側局所ＭＡＸ階調値を求める。黒側局所Ｍ
ＡＸ階調値は、低階調範囲内の階調値であって、ヒストグラムａ＿ｙｈにおいて最も低階
調側にあるピークの階調値である。白側局所ＭＡＸ階調値は、高階調範囲内の階調値であ
って、ヒストグラムａ＿ｙｈにおいて最も高階調側にあるピークの階調値である。
　そして、階調変換パラメータ仮決定部１０５は、黒側局所ＭＡＸ階調値から黒側変換カ
ーブ番号ａ＿ｋｃｒｖを決定し、白側局所ＭＡＸ階調値から白側変換カーブ番号ａ＿ｗｃ
ｒｖを決定する。本実施例では、不図示のＲｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ（ＲＯＭ）
に、低階調範囲の階調性を変換するガンマカーブ（黒側変換カーブ）と、高階調範囲の階
調性を変換するガンマカーブ（白側変換カーブ）とが記憶されている。本実施例では、低
階調範囲の１２９個の階調値（階調値０～１２８）に対応する１２９本の黒側変換カーブ
と、高階調範囲の６４個の階調値（階調値１９２～２５５）に対応する６４本の白側変換
カーブとが用意されている。階調変換パラメータ仮決定部１０５は、黒側局所ＭＡＸ階調
値を黒側変換カーブ番号ａ＿ｋｃｒｖとし、白側局所ＭＡＸ階調値を白側変換カーブ番号
ａ＿ｗｃｒｖとする。
　階調変換パラメータ仮決定部１０５は、全ての分割領域について、黒側変換カーブ番号
ａ＿ｋｃｒｖと白側変換カーブ番号ａ＿ｗｃｒｖを決定する。
【００２７】
　黒側局所ＭＡＸ階調値と白側局所ＭＡＸ階調値の求め方の具体例について説明する。
　まず、階調変換パラメータ仮決定部１０５は、局所ＭＡＸ判定条件を満たす階調値（局
所ＭＡＸ階調値）をヒストグラムａ＿ｙｈから検出する。局所ＭＡＸ判定条件は、例えば
、以下の３つの条件（条件１～３）である。以下の条件１～３において、ｈｉｓｔ［ｎ］
は、ヒストグラムの階調値ｎの度数である。閾値ｌｉｍ１と調整値ｍａｇは定数である。
ＭＡＸ（）は最大値を得るための関数である。
　条件１：ｈｉｓｔ［ｎ］＞ｌｉｍ１
　条件２：ＭＡＸ（ｈｉｓｔ［ｎ－４］～ｈｉｓｔ［ｎ＋４］）＝ｈｉｓｔ［ｎ］
　条件３：（ｈｉｓｔ［ｎ－４］＋ｈｉｓｔ［ｎ＋４］）×ｍａｇ＞ｈｉｓｔ［ｎ］
条件１は、度数の低い階調値を局所ＭＡＸ階調値から除外するための条件である。条件２
は、ピーク（ピークの階調値）を検出するための条件である。条件３は、グラフィック画
像のようなベタ画像の階調値を局所ＭＡＸ階調値から除外するための条件である。なお、
ｎ－Ｘが０より小さい場合には、ｈｉｓｔ［ｎ－Ｘ］としてｈｉｓｔ［ｎ＋Ｘ］を用いれ
ばよい。ｎ＋Ｘが２５５より大きい場合には、ｈｉｓｔ［ｎ＋Ｘ］としてｈｉｓｔ［ｎ－
Ｘ］を用いればよい。なお、閾値ｌｉｍ１と調整値ｍａｇは、メーカやユーザ等により適
宜設定される。
【００２８】
　そして、階調変換パラメータ仮決定部１０５は、検出した局所ＭＡＸ階調値のうち、階
調値０～１２８の範囲内の階調値であって、最も低階調側の階調値を、黒側局所ＭＡＸ階
調値とする。階調値０～１２８の範囲内に局所ＭＡＸ階調値が無い場合には、階調値１２
８が黒側局所ＭＡＸ階調値とされる。
　また、階調変換パラメータ仮決定部１０５は、検出した局所ＭＡＸ階調値のうち、階調
値１９２～２５５の範囲内の階調値であって、最も高階調側の階調値を、白側局所ＭＡＸ
階調値とする。階調値１９２～２５５の範囲内に局所ＭＡＸ階調値が無い場合には、階調
値１９２が白側局所ＭＡＸ階調値とされる。
　例えば、ヒストグラムａ＿ｙｈが図５に示すヒストグラムである場合には、階調値２４
が黒側局所ＭＡＸ階調値とされ、階調値２３２が白側局所ＭＡＸ階調値とされる。
【００２９】
　階調変換パラメータ仮決定部１０６は、分割領域毎に、補正ヒストグラムｈ＿ｙｈ（補
正後のヒストグラム）から、階調変換パラメータを仮決定する。具体的には、階調変換パ
ラメータ仮決定部１０６は、分割領域毎に、黒側変換カーブ番号ｈ＿ｋｃｒｖと白側変換
カーブ番号ｈ＿ｗｃｒｖとを決定する。黒側変換カーブ番号ｈ＿ｋｃｒｖと白側変換カー
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ブ番号ｈ＿ｗｃｒｖの決定方法は、黒側変換カーブ番号ａ＿ｋｃｒｖと白側変換カーブ番
号ａ＿ｗｃｒｖの決定方法と同様のため、その説明は省略する。
【００３０】
　階調変換パラメータ決定部１０７は、分割領域毎の黒側変換カーブ番号ａ＿ｋｃｒｖ、
白側変換カーブ番号ａ＿ｗｃｒｖ、黒側変換カーブ番号ｈ＿ｋｃｒｖ、及び、白側変換カ
ーブ番号ｈ＿ｗｃｒｖと、静動情報とを用いて、分割領域毎の階調変換パラメータｓを決
定する。階調変換パラメータｓは、例えば、全階調範囲の階調性を変換するガンマカーブ
である。静動情報は入力画像信号が静止画の信号か動画の信号かを表す情報である。静動
情報は、外部から入力されてもよいし、画像処理装置内で生成されてもよい。例えば、静
動情報は、入力画像信号にメタデータとして付加されていてもよいし、ユーザ操作に応じ
て画像信号とは別に入力されてもよい。画像処理装置が、入力画像信号を解析することに
より当該入力画像信号が静止画の信号か否かを判定し、判定結果に応じて静動情報を生成
してもよい。本実施例では、静動情報に応じて、階調変換パラメータｓの決定方法が切り
替えられる。
【００３１】
　入力画像信号が動画の信号である場合について説明する。
　図６は、入力画像信号が動画の信号である場合の階調変換パラメータ決定部１０７の処
理フローの一例を示すフローチャートである。階調変換パラメータ決定部１０７は、フレ
ーム毎に図６の処理を行う。
【００３２】
　まず、階調変換パラメータ決定部１０７は、目標黒側変換カーブ番号ｍ＿ｋｃｒｖを決
定する（Ｓ１０１）。目標黒側変換カーブ番号ｍ＿ｋｃｒｖは、目標とする黒側変換カー
ブ番号である。基本的には、黒側変換カーブ番号ａ＿ｋｃｒｖが目標黒側変換カーブ番号
ｍ＿ｋｃｒｖとされる。但し、ａ＿ｋｃｒｖがｈ＿ｋｃｒｖから大きく離れていた場合は
、ｍ＿ｋｃｒｖの値が制限される。具体的には、黒側変換カーブ番号ａ＿ｋｃｒｖが（ｈ
＿ｋｃｒｖ－ｋ＿ｔｈ）～（ｈ＿ｋｃｒｖ＋ｋ＿ｔｈ）の間の番号である場合には、黒側
変換カーブ番号ａ＿ｋｃｒｖがそのまま目標黒側変換カーブ番号ｍ＿ｋｃｒｖとされる。
黒側変換カーブ番号ａ＿ｋｃｒｖが（ｈ＿ｋｃｒｖ－ｋ＿ｔｈ）よりも小さい場合には、
（ｈ＿ｋｃｒｖ－ｋ＿ｔｈ）が目標黒側変換カーブ番号ｍ＿ｋｃｒｖとされる。黒側変換
カーブ番号ａ＿ｋｃｒｖが（ｈ＿ｋｃｒｖ＋ｋ＿ｔｈ）よりも大きい場合には、（ｈ＿ｋ
ｃｒｖ＋ｋ＿ｔｈ）が目標黒側変換カーブ番号ｍ＿ｋｃｒｖとされる。ｋ＿ｔｈは、例え
ば、ｈ＿ｋｃｒｖのガンマカーブとの違い（画像処理結果の違い）が気にならないガンマ
カーブの範囲を示す値であり、実験的に予め求められた値である。
【００３３】
　次に、階調変換パラメータ決定部１０７は、目標白側変換カーブ番号ｍ＿ｗｃｒｖを決
定する（Ｓ１０２）。目標白側変換カーブ番号ｍ＿ｗｃｒｖの決定方法は、目標黒側変換
カーブ番号ｍ＿ｋｃｒｖの決定方法と同様である。具体的には、白側変換カーブ番号ａ＿
ｗｃｒｖが（ｈ＿ｗｃｒｖ－ｗ＿ｔｈ）～（ｈ＿ｗｃｒｖ＋ｗ＿ｔｈ）の間の番号である
場合には、白側変換カーブ番号ａ＿ｗｃｒｖがそのまま目標白側変換カーブ番号ｍ＿ｗｃ
ｒｖとされる。白側変換カーブ番号ａ＿ｗｃｒｖが（ｈ＿ｗｃｒｖ－ｗ＿ｔｈ）よりも小
さい場合には、（ｈ＿ｗｃｒｖ－ｗ＿ｔｈ）が目標白側変換カーブ番号ｍ＿ｗｃｒｖとさ
れる。白側変換カーブ番号ａ＿ｗｃｒｖが（ｈ＿ｗｃｒｖ＋ｗ＿ｔｈ）よりも大きい場合
には、（ｈ＿ｗｃｒｖ＋ｗ＿ｔｈ）が目標白側変換カーブ番号ｍ＿ｗｃｒｖとされる。ｗ
＿ｔｈはｋ＿ｔｈと同じ値であってもよい。しかし、低階調側と高階調側とでガンマカー
ブの違いと階調処理結果の違いとの間の関係は異なるため、ｋ＿ｔｈとは別にｗ＿ｔｈが
定められていることが好ましい。
　なお、Ｓ１０２の処理の後にＳ１０１の処理が行われてもよい。
【００３４】
　本実施例では、目標黒側変換カーブ番号ｍ＿ｋｃｒｖと目標白側変換カーブ番号ｍ＿ｗ
ｃｒｖに基づいて階調変換パラメータｓが決定され、階調変換パラメータｓを用いて入力
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画像信号の画素値（階調値）が変換される。即ち、低階調領域では、目標黒側変換カーブ
番号ｍ＿ｋｃｒｖに基づく階調補正パラメータを用いて入力画像信号の画素値（階調値）
が変換される。高階調領域では、目標白側変換カーブ番号ｍ＿ｗｃｒｖに基づく階調補正
パラメータを用いて入力画像信号の画素値（階調値）が変換される。そのため、Ｓ１０１
とＳ１０２の処理の結果、本実施例では、以下のように画像処理が行われることとなる。
即ち、補正前のヒストグラムに基づく画像処理パラメータ（階調変換パラメータ）が、補
正後のヒストグラムに基づく画像処理パラメータから所定範囲内の値である場合に、補正
前のヒストグラムに基づく画像処理パラメータを用いて入力画像信号に画像処理が施され
る。補正前のヒストグラムに基づく画像処理パラメータが、補正後のヒストグラムに基づ
く画像処理パラメータから所定範囲内の値でない場合には、補正前のヒストグラムに基づ
く画像処理パラメータが上記所定範囲内の値に変換される。具体的には、補正前のヒスト
グラムに基づく画像処理パラメータが、上記所定範囲内の値のうち最も補正前のヒストグ
ラムに基づく画像処理パラメータに近い値に変換される。そして、変換後の画像処理パラ
メータを用いて入力画像信号に画像処理が施される。
【００３５】
　次に、階調変換パラメータ決定部１０７は、変換カーブ番号の時間方向の変動（時間に
よる変換カーブ番号の変化）を低減する処理（変動低減処理）を行う（Ｓ１０３）。
　具体的には、目標黒側変換カーブ番号ｍ＿ｋｃｒｖに基づいて、前フレームに対するＳ
１０４の処理で使用された黒側変換カーブ番号ｏｌｄ＿ｋｃｒｖから所定範囲内の黒側変
換カーブ番号が、現黒側変換カーブ番号ｃ＿ｋｃｒｖとして決定される。同様に、目標白
側変換カーブ番号ｍ＿ｗｃｒｖに基づいて、前フレームに対するＳ１０４の処理で使用さ
れた白側変換カーブ番号ｏｌｄ＿ｗｃｒｖから所定範囲内の白側変換カーブ番号が、現白
側変換カーブ番号ｃ＿ｗｃｒｖとして決定される。
　より具体的には、ｍ＿ｋｃｒｖ＞ｏｌｄ＿ｋｃｒｖの場合には、ｃ＿ｋｃｒｖ＝（ｏｌ
ｄ＿ｋｃｒｖ＋１）とされる。ｍ＿ｋｃｒｖ＜ｏｌｄ＿ｋｃｒｖの場合には、ｃ＿ｋｃｒ
ｖ＝（ｏｌｄ＿ｋｃｒｖ－１）とされる。ｍ＿ｋｃｒｖ＝ｏｌｄ＿ｋｃｒｖの場合には、
ｃ＿ｋｃｒｖ＝ｏｌｄ＿ｋｃｒｖとされる。同様に、ｍ＿ｗｃｒｖ＞ｏｌｄ＿ｗｃｒｖの
場合には、ｃ＿ｗｃｒｖ＝（ｏｌｄ＿ｗｃｒｖ＋１）とされる。ｍ＿ｗｃｒｖ＜ｏｌｄ＿
ｗｃｒｖの場合には、ｃ＿ｗｃｒｖ＝（ｏｌｄ＿ｗｃｒｖ－１）とされる。ｍ＿ｗｃｒｖ
＝ｏｌｄ＿ｗｃｒｖの場合には、ｃ＿ｗｃｒｖ＝ｏｌｄ＿ｗｃｒｖとされる。
　なお、現黒側変換カーブ番号ｃ＿ｋｃｒｖと現白側変換カーブ番号ｃ＿ｗｃｒｖの決定
方法は上記方法に限らない。例えば、目標黒側変換カーブ番号ｍ＿ｋｃｒｖを基準として
現黒側変換カーブ番号ｃ＿ｋｃｒｖが決定され、目標白側変換カーブ番号ｍ＿ｗｃｒｖを
基準として現白側変換カーブ番号ｃ＿ｗｃｒｖが決定されてもよい。具体的には、ｍ＿ｋ
ｃｒｖ＞ｏｌｄ＿ｋｃｒｖの場合に、ｃ＿ｋｃｒｖ＝（ｍ＿ｋｃｒｖ－１）とされてもよ
い。
　なお、上記例では、所定範囲が、前フレームに対するＳ１０４の処理で使用された変換
カーブ番号から±１の範囲であるが、所定範囲はこれに限らない。例えば、所定範囲は、
基準とする変換カーブ番号から±３の範囲であってもよい。所定範囲は、基準とする変換
カーブ番号毎に異なっていてもよい。
　なお、本処理（Ｓ１０３の処理）は省略してもよい。目標黒側変換カーブ番号ｍ＿ｋｃ
ｒｖが現黒側変換カーブ番号ｃ＿ｋｃｒｖとされてもよい。目標白側変換カーブ番号ｍ＿
ｗｃｒｖが現白側変換カーブ番号ｃ＿ｗｃｒｖとされてもよい。
【００３６】
　そして、階調変換パラメータ決定部１０７は、現黒側変換カーブ番号ｃ＿ｋｃｒｖと現
白側変換カーブ番号ｃ＿ｗｃｒｖとから階調変換パラメータｓを決定する（Ｓ１０４）。
具体的には、現黒側変換カーブ番号ｃ＿ｋｃｒｖに対応する黒側変換カーブと、現白側変
換カーブ番号ｃ＿ｗｃｒｖに対応する白側変換カーブとが、前述した不図示のＲＯＭから
取得される。そして、取得した黒側変換カーブを低階調領域の階調変換パラメータとし、
取得した白側変換カーブを高階調領域の階調変換パラメータとする階調変換パラメータｓ
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が生成される。低階調領域と高階調領域の間の階調領域（本実施例では階調値１２９～１
９１）の階調変換パラメータは、例えば、黒側変換カーブと白側変換カーブの間を補間す
ることにより決定される。黒側変換カーブと白側変換カーブの間は直線で補間されてもよ
いし、曲線で補間されてもよい。
【００３７】
　入力画像信号が静止画（例えばデジタル写真）の信号である場合について説明する。
　入力画像信号が静止画の信号である場合は、黒側変換カーブ番号ａ＿ｋｃｒｖ、白側変
換カーブ番号ａ＿ｗｃｒｖをそのまま現黒側変換カーブ番号、現白側変換カーブ番号とし
、階調変換パラメータｓを決定する。その結果、本実施例では、入力画像信号が静止画の
信号である場合に、補正前のヒストグラムに基づいて、入力画像信号に画像処理が施され
る。
【００３８】
　階調変換パラメータ決定部１０７は、分割領域毎に上記処理を行い、分割領域毎の階調
変換パラメータｓを決定する。そして、階調変換パラメータ決定部１０７は、分割領域毎
の階調変換パラメータｓを階調変換部１０８に設定する。
【００３９】
　階調変換部１０８は、階調変換パラメータ決定部１０７から分割領域毎の階調変換パラ
メータｓを受信する。そして、階調変換部１０８は、分割領域毎の階調変換パラメータｓ
を用いて、入力画像信号（具体的には入力画像信号のＹ値）の階調を変換する。なお、階
調変換部１０８は、ケラレ検出部１０１から撮影領域と非撮影領域の境界を表す境界情報
ｋｚを受信し、撮影領域に対してのみ階調変換処理を施す。
　本実施例では、画素毎に、４つの分割領域の４つ階調変換パラメータｓを用いて、当該
画素の階調値が変換される。上記４つの分割領域は、対象画素の属す分割領域、及び、当
該分割領域に隣接する分割領域のうちの対象画素に近い３つの分割領域である。例えば、
図７の例では、対象画素の属す分割領域（ｉ，ｊ）、分割領域（ｉ，ｊ）の右に隣接する
分割領域（ｉ，ｊ＋１）、分割領域（ｉ，ｊ）の上に隣接する分割領域（ｉ－１，ｊ）、
分割領域（ｉ，ｊ）の右上に隣接する分割領域（ｉ－１，ｊ＋１）の４つの分割領域の４
つの階調変換パラメータｓが用いられる。
　具体的には、上記４つの階調変換パラメータをそれぞれ用いて、対象画素の階調値が変
換される。それにより、対象画素の変換後の階調値として、４つの値が得られる。その後
、上記４つの値が、分割領域の中心位置と対象画素の位置との距離に応じた重み（距離が
短いほど大きくなる重み）で重み付け合成される。それにより、対象画素の階調変換処理
後の階調値が得られる。
【００４０】
　なお、対象画素の位置が分割領域の中心位置である場合には、対象画素の属す分割領域
の階調変換パラメータｓのみを用いて対象画素の階調値が変換されてもよい。対象画素の
水平位置が分割領域の水平方向の中心位置であり、対象画素の垂直位置が分割領域の垂直
方向の中心位置でない場合には、４つではなく２つの階調変換パラメータｓを用いて対象
画素の階調値が変換されてもよい。具体的には、対象画素の属す分割領域の階調変換パラ
メータｓと、当該分割領域の上下に隣接する２つの分割領域のうち対象画素に近い分割領
域の階調変換パラメータｓとを用いて対象画素の階調値が変換されてもよい。対象画素の
垂直位置が分割領域の垂直方向の中心位置であり、対象画素の水平位置が分割領域の水平
方向の中心位置でない場合には、４つではなく２つの階調変換パラメータｓを用いて対象
画素の階調値が変換されてもよい。具体的には、対象画素の属す分割領域の階調変換パラ
メータｓと、当該分割領域の左右に隣接する２つの分割領域のうち対象画素に近い分割領
域の階調変換パラメータｓとを用いて対象画素の階調値が変換されてもよい。
【００４１】
　なお、階調変換処理の方法は上記方法に限らない。例えば、変換後の階調値を重み付け
合成するのではなく、階調変換パラメータを重み付け合成し、重み付け合成後の階調変換
パラメータを用いて対象画素の階調値が変換されてもよい。対象画素の属す分割領域の階
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調変換パラメータｓと、当該分割領域に隣接する８つの分割領域の８つの階調変換パラメ
ータｓとの計９つの階調変換パラメータｓを用いて、対象画素の階調値が変換されてもよ
い。分割領域毎に、その分割領域の階調変換パラメータｓのみを用いて、当該分割領域内
の画素の階調値が変換されてもよい。
【００４２】
　本実施例の効果について説明する。
　図８，９は、入力画像信号の一例を示す図である。図８，９は、入力画像信号が歪んだ
画像の信号である場合の例である。具体的には、図８，９は、魚眼レンズを用いて撮影さ
れた入力画像信号の例である。図８，９の中央の白色領域（及び白色領域内のドットで示
された領域）は、撮影領域である。斜線の領域は、非撮影領域である。図８，９の破線で
囲まれた領域は分割領域である。説明を簡単にするために、図８，９では、画像が水平方
向５個×垂直方向３個の計１５個の分割領域に分割されている。図８，９のドットで示さ
れた領域は同じ物体の画像の領域である。図８では、物体が撮影領域の左端に位置してい
る。図９では、物体が撮影領域の中央に位置している。図８，９では、撮影領域の中央か
ら端に向かうにつれて画像の歪みが大きくなっている。そのため、図８では物体の歪みが
大きく、図９では物体の歪みは小さい。画像の歪みにより、図８では、図９に比べ物体の
面積が小さくなっている。
【００４３】
　図８の分割領域Ａ（物体を含む分割領域）のヒストグラムａ＿ｙｈは、図１０（Ａ）の
ようになる。図１０（Ａ）の階調値１６は非撮影領域の階調値、階調値４８は物体の階調
値、階調値２４０は背景（撮影領域内の物体以外の領域）の階調値である。ｌｉｍ１は、
図１０（Ａ）～１０（Ｃ）の破線で示す度数である。本発明を適応せずに局所ダイナミッ
クガンマ処理を行った場合、分割領域Ａの黒側局所ＭＡＸ階調値は１６になる。非撮影領
域の画素値をヒストグラムから除外したとしても、階調値４８は、度数がｌｉｍ１より小
さいため、黒側局所ＭＡＸ階調値として検出されない。そのため、階調値１２８が黒側局
所ＭＡＸ階調値とされる。白側局所ＭＡＸ階調値については説明を省略する。
　また、図９の分割領域Ｂ（物体を含む分割領域）のヒストグラムａ＿ｙｈは、図１０（
Ｂ）のようになる。図９の例では、階調値４８の度数がｌｉｍ１より大きいため、分割領
域Ｂの黒側局所ＭＡＸ階調値は４８となる。
【００４４】
　通常、黒側局所ＭＡＸ階調値に対応する黒側変換カーブは、黒側局所ＭＡＸ階調値より
低階調側の階調数を減らし、黒側局所ＭＡＸ階調値付近の階調数を増やすような特性を有
する（例えば図１１）。換言すれば、黒側局所ＭＡＸ階調値に対応する黒側変換カーブは
、黒側局所ＭＡＸ階調値より低階調側の階調性を低減し、黒側局所ＭＡＸ階調値付近の階
調性を高める特性を有する。そのため、黒側局所ＭＡＸ階調値が１２８の分割領域Ａでは
、低階調領域の階調性が全体的に低減される。その結果、物体の明るさが暗くなる。一方
、黒側局所ＭＡＸ階調値が４８の分割領域Ｂでは、物体の階調値である階調値４８付近の
階調数が増やされる。その結果、物体の明るさが分割領域Ａよりも明るくなる。このよう
に、従来の方法では、同じ物体でも場所によって明るさが異なってしまう。その結果、物
体が移動する動画像において、当該物体の明るさがフレーム間で異なってしまう（明るさ
のちらつきが生じてしまう）。
【００４５】
　一方、本発明を適応した場合の分割領域Ａの補正ヒストグラムｈ＿ｙｈは、図１０（Ｃ
）のようになる。非撮影領域の画素値はヒストグラムから除外されているため、階調値１
６はピークとはならない（階調値１６の度数は０となる）。また、分割領域Ａの補正ヒス
トグラムｈ＿ｙｈは、分割領域Ａのヒストグラムａ＿ｙｈの度数に分割領域Ａの補正係数
ａ＿ｇａｉｎを乗算したものである。ヒストグラムａ＿ｙｈの度数に補正係数ａ＿ｇａｉ
ｎを乗算したことにより、補正ヒストグラムｈ＿ｙｈにおける階調値４８の度数は、ヒス
トグラムａ＿ｙｈにおける階調値４８の度数よりも多くなっている。具体的には、補正ヒ
ストグラムｈ＿ｙｈにおける階調値４８の度数はｌｉｍ１より多くなっている。そのため
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、分割領域Ａの黒側局所ＭＡＸ階調値は４８になる。即ち、分割領域Ａと分割領域Ｂとで
、黒側局所ＭＡＸ階調値は同じ値となる。その結果、物体が分割領域Ａにあるときと、分
割領域Ｂにあるときとで、物体の画像処理後の画素値を一致（ほぼ一致）させることがで
きる。
【００４６】
　なお、本実施例では、ｋ＿ｔｈを用いて黒側局所ＭＡＸ階調値が変換される。例えば、
ヒストグラムａ＿ｙｈから求まる黒側変換カーブ番号ａ＿ｋｃｒｖは１２８であるため、
ｋ＿ｔｈ＝５の場合、黒側変換カーブ番号（目標黒側変換カーブ番号ｍ＿ｋｃｒｖ）は５
３（＝４８＋５）となる。物体が分割領域Ｂにあるときの分割領域Ｂの黒側変換カーブ番
号が４８であったとすると、物体が分割領域Ａにあるときと、分割領域Ｂにあるときとで
、物体の領域を含む分割領域の黒側変換カーブ番号が異なることとなる。しかしながら、
ｋ＿ｔｈは、ガンマカーブ（画像処理結果）の違いが気にならない程度の値である。その
ため、物体が分割領域Ａにあるときと、分割領域Ｂにあるときとで、物体の画像処理後の
画素値はほぼ一致する。
【００４７】
　その結果、本実施例では、歪みのある画像内における物体の画像処理後の画素値が、物
体の位置によって変化することを抑制することができる。ひいては、物体が移動する動画
像において、当該物体の明るさがフレーム間で異なってしまう（明るさのちらつきが生じ
てしまう）ことを抑制することができる。
【００４８】
　なお、図１０（Ａ）～１０（Ｃ）の例では、説明を簡単にするため、１つの階調値に度
数が集中しているが、実際には、そのような階調値は局所ＭＡＸ階調値とされない（条件
３を満たさないため）。実際には、ある程度の幅を有する階調範囲に度数を有し、当該階
調範囲内において度数が最大となる階調値がピークの階調値とされる。
【００４９】
　以上述べたように、本実施例によれば、画像が歪んでない状態での分割領域の面積が、
画像が歪んだ状態での分割領域の面積よりも大きいときに、ヒストグラムの度数が増やさ
れる。具体的には、ヒストグラムの度数に、画像が歪んだ状態での分割領域の面積に対す
る、画像が歪んでない状態での分割領域の面積の比が乗算される。それにより、歪みのあ
る画像内における物体の画像処理後の画素値が、物体の位置によって変化することを抑制
することができる。ひいては、物体が移動する動画像において、当該物体の明るさや色が
フレーム間で異なってしまう（明るさや色のちらつきが生じてしまう）ことを抑制するこ
とができる。
【００５０】
　また、本実施例では、補正前のヒストグラムに基づく画像処理パラメータが、補正後の
ヒストグラムに基づく画像処理パラメータから所定範囲内の値である場合に、補正前のヒ
ストグラムに基づく画像処理パラメータを用いて入力画像信号に画像処理が施される。補
正前のヒストグラムに基づく画像処理パラメータを用いて入力画像信号に画像処理を施す
ことにより、入力画像信号に応じた画像処理を行うことができる。また、ヒストグラムの
補正による画像処理パラメータの変化が小さいときには、補正前のヒストグラムに基づく
画像処理パラメータを用いても、位置の違いによる物体の画素値（画像処理後の画素値）
の違いは目立たない。
【００５１】
　また、本実施例では、補正前のヒストグラムに基づく画像処理パラメータが、補正後の
ヒストグラムに基づく画像処理パラメータから所定範囲内の値でない場合に、補正前のヒ
ストグラムに基づく画像処理パラメータが上記所定範囲内の値に変換され、変換後の画像
処理パラメータを用いて入力画像信号に画像処理が施される。ヒストグラムの補正による
画像処理パラメータの変化が大きいときには、補正前のヒストグラムに基づく画像処理パ
ラメータを用いた場合に、位置の違いによる物体の画素値の違いが目立ってしまう。その
ため、そのような場合に、補正後のヒストグラムに基づく画像処理パラメータから所定範
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囲内の値を用いて入力画像信号に画像処理を施すことにより、位置の違いによる物体の画
素値の違いを目立たなくすることができる。
【００５２】
　また、本実施例では、補正前のヒストグラムに基づく画像処理パラメータが、補正後の
ヒストグラムに基づく画像処理パラメータから所定範囲内の値でない場合に、補正前のヒ
ストグラムに基づく画像処理パラメータが、上記所定範囲内の値のうち最も補正前のヒス
トグラムに基づく画像処理パラメータに近い値に変換される。それにより、入力画像信号
に応じた画像処理結果に近い画像処理結果を得ることができ、且つ、位置の違いによる物
体の画素値の違いを目立たなくすることができる。
【００５３】
　なお、全ての分割領域について、補正前のヒストグラムに基づく画像処理パラメータを
用いたり、変換したりせずに、補正後のヒストグラムに基づく画像処理パラメータを用い
て画像処理が行われてもよい。そのような構成であっても、物体の位置によって画像処理
後の画素値が変化することを抑制することができる。
【００５４】
　また、本実施例では、撮影領域の画素値のみのヒストグラムが取得される。即ち、非撮
影領域の画素がヒストグラムから除外される。それにより、非撮影領域の画素による画像
処理パラメータへの影響を無くすことができる。具体的には、非撮影領域の画素値が入力
画像信号のヒストグラムのピークの画素値として誤検出されることを防ぐことができる。
その結果、入力画像信号に対してより適切な画像処理を施すことができる。
　なお、ヒストグラムはこれに限らない。例えば、画素値が撮影領域の画素値か非撮影領
域の画素値かを判断せずに、ヒストグラムが取得されてもよい。分割領域内の全画素値の
ヒストグラムが取得されてもよい。分割領域内に設定された一部の領域内の全画素値のヒ
ストグラムが取得されてもよい。そのような構成であっても、入力画像信号が非撮影領域
を含んでいなければ、適切な画像処理を行うことができる。
【００５５】
　また、本実施例では、入力画像信号が静止画の信号である場合に、補正前のヒストグラ
ムに基づいて、入力画像信号に画像処理が施される。そのような構成により、入力画像信
号が動画の信号である場合に設定できない分割領域毎の画像処理パラメータを設定するこ
とができ、入力画像信号に応じた画像処理結果を得ることができる。なお、入力画像信号
が静止画の信号である場合には、物体の動きはないため、補正前のヒストグラムに基づい
て画像処理を行ったとしても、物体の明るさや色のちらつきが生じることはない。
　なお、入力画像信号が静止画の信号か動画の信号かに依らず、補正後のヒストグラムに
基づいて画像処理が行われてもよい。そのような構成とすれば、例えば、画像内の物体の
位置が互いに異なる複数の静止画間で、物体の画素値の差を目立たなくすることができる
。
【００５６】
　＜実施例２＞
　本発明の実施例２に係る画像処理装置及び画像処理方法について図を参照して説明する
。本実施例では、入力画像信号が歪んだ画像の信号か否かに応じて、画像処理を切り替え
る。
【００５７】
　図１２は、本実施例に係る画像処理装置の機能構成の一例を示すブロック図である。本
実施例に係る画像処理装置は、ケラレ検出部２０１、分割ヒストグラム取得部２０２、分
割階調変換パラメータ決定部２０３、全体ヒストグラム取得部２０４、全体階調変換パラ
メータ決定部２０５、階調変換方式決定部２０６、階調変換パラメータ決定部２０７、階
調変換部２０８、などを有する。
【００５８】
　ケラレ検出部２０１は、実施例１のケラレ検出部１０１と同様の機能を有する。
　階調変換部２０８は、実施例１の階調変換部１０８と同様の機能を有する。
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【００５９】
　分割ヒストグラム取得部２０２は、実施例１のヒストグラム取得部１０２と同様の機能
を有する。即ち、分割ヒストグラム取得部２０２は、分割領域毎に、入力画像信号の画素
値のヒストグラムａ＿ｙｈを取得する（第１取得）。
　分割階調変換パラメータ決定部２０３は、実施例１の階調変換パラメータ仮決定部１０
５と同様の機能を有する。即ち、分割階調変換パラメータ決定部２０３は、分割領域毎に
、分割ヒストグラム取得部２０２で取得されたヒストグラムａ＿ｙｈから、黒側変換カー
ブ番号ａ＿ｋｃｒｖと白側変換カーブ番号ａ＿ｗｃｒｖを決定する。
【００６０】
　全体ヒストグラム取得部２０４は、入力画像信号の画像全体の画素値のヒストグラムｚ
＿ｙｈを取得する（第２取得）。具体的には、全体ヒストグラム取得部２０４は、分割ヒ
ストグラム取得部２０２で取得された分割領域毎のヒストグラムａ＿ｙｈ（分割ヒストグ
ラム）を足し合わせて、入力画像信号の画像全体の画素値のヒストグラムｚ＿ｙｈ（全体
ヒストグラム）を算出する。
　なお、全体ヒストグラムｚ＿ｙｈの取得方法はこれに限らない。例えば、全体ヒストグ
ラムｚ＿ｙｈは、外部から取得されてもよいし、分割ヒストグラムａ＿ｙｈとは別に入力
画像信号から取得（検出）されてもよい。
【００６１】
　全体階調変換パラメータ決定部２０５は、全体ヒストグラムｚ＿ｙｈから、画像全体の
黒側変換カーブ番号ｚ＿ｋｃｒｖと白側変換カーブ番号ｚ＿ｗｃｒｖを決定する。黒側変
換カーブ番号ｚ＿ｋｃｒｖと白側変換カーブ番号ｚ＿ｗｃｒｖの決定方法は、黒側変換カ
ーブ番号ａ＿ｋｃｒｖと白側変換カーブ番号ａ＿ｗｃｒｖの決定方法と同じである。
【００６２】
　階調変換方式決定部２０６は、静動情報、及び、レンズ情報または歪曲収差情報に応じ
て、階調変換部２０８で行う階調変換処理の方式（階調変換方式ｍ）を決定する。具体的
には、階調変換方式決定部２０６は、静動情報から、入力画像信号が静止画の信号か否か
を判断し、レンズ情報または歪曲収差情報から、入力画像信号の画像の歪みを判断する。
そして、階調変換方式決定部２０６は、それらの判断の結果に応じて、階調変換方式ｍを
決定する。レンズ情報は、入力画像信号を撮影する際に使用したレンズの種類を表す情報
である。レンズ情報は、外部から入力されてもよいし、画像処理装置内に予め記憶されて
いてもよい。例えば、レンズ情報は、入力画像信号にメタデータとして付加されていても
よいし、ユーザにより入力されてもよい。画像処理装置内に予め記憶された複数のレンズ
情報の中から、ユーザ操作に応じて使用するレンズ情報が選択されてもよい。階調変換方
式ｍには、“分割方式”や“全体方式”などがある。
　“分割方式”は、分割ヒストグラム取得部２０２で取得された分割ヒストグラムａ＿ｙ
ｈに基づいて、入力画像信号に画像処理（階調変換処理）を施す方式である。“全体方式
”は、全体ヒストグラム取得部２０４で取得された全体ヒストグラムｚ＿ｙｈに基づいて
、入力画像信号に画像処理（階調変換処理）を施す方式である。
【００６３】
　入力画像信号が静止画（例えばデジタル写真）の信号である場合には、階調変換方式決
定部２０６は、画像の歪みに拘わらず、階調変換方式ｍとして“分割方式”を設定する。
　入力画像信号が動画の信号である場合には、階調変換方式決定部２０６は、レンズ情報
または歪曲収差情報に応じて階調変換方式ｍを決定する。
【００６４】
　レンズ情報に応じて階調変換方式ｍを決定する場合について説明する。
　階調変換方式決定部２０６は、レンズ情報から、入力画像信号が歪んだ画像の信号か否
かを判断する。入力画像信号が歪んだ画像の信号である場合には、階調変換方式決定部２
０６は、階調変換方式ｍとして“全体方式”を設定する。入力画像信号が歪んだ画像の信
号でない場合には、階調変換方式決定部２０６は、階調変換方式ｍとして“分割方式”を
設定する。例えば、レンズ情報が、標準レンズ、望遠レンズ、マクロレンズを示す場合に
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は、階調変換方式決定部２０６は、入力画像信号が歪んだ画像の信号でないと判断する。
レンズ情報が、魚眼レンズ、広角レンズを示す場合には、階調変換方式決定部２０６は、
入力画像信号が歪んだ画像の信号であると判断する。
【００６５】
　歪曲収差情報に応じて階調変換方式ｍを決定する場合について説明する。
　階調変換方式決定部２０６は、歪曲収差情報から、入力画像信号で表される画像の歪み
の度合いを判断する。画像の歪みの度合いが所定の閾値より大きい場合には、階調変換方
式決定部２０６は、階調変換方式ｍとして“全体方式”を設定する。画像の歪みの度合い
が所定の閾値以下の場合には、階調変換方式決定部２０６は、階調変換方式ｍとして“分
割方式”を設定する。画像の歪みの度合いは、例えば、入力画像信号の画素毎の通常座標
と歪曲座標の差の最大値、最小値、平均値などである。
【００６６】
　階調変換パラメータ決定部２０７は、分割領域毎の黒側変換カーブ番号ａ＿ｋｃｒｖと
白側変換カーブ番号ａ＿ｗｃｒｖ、画像全体の黒側変換カーブ番号ｚ＿ｋｃｒｖと白側変
換カーブ番号ｚ＿ｗｃｒｖ、及び、階調変換方式ｍから、分割領域毎の階調変換パラメー
タｓを決定する。そして、階調変換パラメータ決定部２０７は、分割領域毎の階調変換パ
ラメータｓを階調変換部２０８に設定する。
【００６７】
　階調変換方式ｍが“分割方式”の場合は、分割領域毎に、その分割領域の黒側変換カー
ブ番号ａ＿ｋｃｒｖと白側変換カーブ番号ａ＿ｗｃｒｖから、階調変換パラメータｓが決
定される。例えば、黒側変換カーブ番号ａ＿ｋｃｒｖと白側変換カーブ番号ａ＿ｗｃｒｖ
に対して、変換カーブ番号の時間方向の変動を低減する処理（変動低減処理）が施される
。そして、変動低減処理後の黒側変換カーブ番号に対応する黒側変換カーブを低階調領域
の階調変換パラメータとし、変動低減処理後の白側変換カーブ番号に対応する白側変換カ
ーブを高階調領域の階調変換パラメータとする階調変換パラメータｓが生成される。
　なお、変動低減処理は行わず、黒側変換カーブ番号ａ＿ｋｃｒｖに対応する黒側変換カ
ーブを低階調領域の階調変換パラメータとし、白側変換カーブ番号ａ＿ｗｃｒｖに対応す
る白側変換カーブを高階調領域の階調変換パラメータとする階調変換パラメータｓが生成
されてもよい。
【００６８】
　階調変換方式ｍが“全体方式”の場合は、画像全体の黒側変換カーブ番号ｚ＿ｋｃｒｖ
と白側変換カーブ番号ｚ＿ｗｃｒｖから、分割領域毎の階調変換パラメータｓが決定され
る。例えば、黒側変換カーブ番号ｚ＿ｋｃｒｖと白側変換カーブ番号ｚ＿ｗｃｒｖに対し
て変動低減処理が施される。そして、変動低減処理後の黒側変換カーブ番号に対応する黒
側変換カーブを低階調領域の階調変換パラメータとし、変動低減処理後の白側変換カーブ
番号に対応する白側変換カーブを高階調領域の階調変換パラメータとする階調変換パラメ
ータｓが生成される。階調変換方式ｍが“全体方式”の場合には、画像全体に対して階調
変換パラメータｓが１つ求まる。階調変換パラメータ決定部２０７は、生成された（求め
られた）１つの階調変換パラメータｓを各分割領域に割り当てる。それにより、分割領域
毎の階調変換パラメータｓが設定される。
　なお、変動低減処理は行わず、黒側変換カーブ番号ｚ＿ｋｃｒｖに対応する黒側変換カ
ーブを低階調領域の階調変換パラメータとし、白側変換カーブ番号ｚ＿ｗｃｒｖに対応す
る白側変換カーブを高階調領域の階調変換パラメータとする階調変換パラメータｓが生成
されてもよい。
　なお、階調変換方式ｍが“全体方式”の場合は、全ての分割領域に同じ階調変換パラメ
ータｓが設定される。
　なお、階調変換方式ｍが“全体方式”の場合には、分割領域毎に階調変換パラメータｓ
を設定するのではなく、画像全体に対して１つの階調変換パラメータｓが設定されてもよ
い。そして、画像全体に対して設定された１つの階調変換パラメータｓに従って各画素の
階調値が変換されてもよい。
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【００６９】
　階調変換部２０８は、実施例１の階調変換部１０８と同様の機能を有する。具体的には
、階調変換部２０８は、階調変換パラメータ決定部２０７で決定された分割領域毎の階調
変換パラメータｓを用いて、入力画像信号の階調を変換する。
【００７０】
　以上述べたように、本実施例によれば、画像の歪みの度合いが小さい（画像の歪みがな
い）場合に、分割領域毎のヒストグラムに基づいて入力画像信号に画像処理が施される。
また、画像の歪みの度合いが大きい（画像の歪みがある）場合には、画像全体のヒストグ
ラムに基づいて入力画像信号に画像処理が施される。それにより、歪みのある画像内にお
ける物体の、画像処理後の画素値が、物体の位置によって変化することを抑制することが
できる。ひいては、物体が移動する動画像において、当該物体の明るさや色がフレーム間
で異なってしまう（明るさや色のちらつきが生じてしまう）ことを抑制することができる
。
【００７１】
　具体的には、分割領域毎のヒストグラムを用いることにより、画像全体のヒストグラム
を用いるよりも細かく画像処理を行うことができる。また、画像の歪みの度合いが小さい
場合には、画像内の位置に依る物体のサイズの変化は小さい。画像の歪みがない場合には
、画像内の位置に依って物体のサイズは変化しない。そのため、分割領域毎のヒストグラ
ムを用いたとしても、位置の違いによる物体の画素値（画像処理後の画素値）の違いは目
立たない（生じない）。
　また、画像の歪みの度合いが大きい場合や画像の歪みがある場合に分割領域毎のヒスト
グラムを用いると、画像内の位置に依って物体の画素値（画像処理後の画素値）が変化す
る虞がある。本実施例では、そのような場合に、画像全体のヒストグラムが使用される。
そのため、補正前の画素値と補正後の画素値の対応関係が画素位置によって変化すること
を防ぐことができ、画像内の位置に依って物体の画素値（画像処理後の画素値）が変化す
ることを防ぐことができる。
【００７２】
　また、入力画像信号が静止画の信号である場合には、物体の動きはないため、補正前の
ヒストグラムに基づいて画像処理を行ったとしても、物体の明るさや色のちらつきが生じ
ることはない。本実施例では、そのような場合に、画像の歪みに拘わらず、分割領域毎の
ヒストグラムに基づいて入力画像信号に画像処理が施される。それにより、入力画像信号
に応じた画像処理結果を得ることができる。
　なお、入力画像信号が静止画の信号であるか否かに拘わらず、画像の歪みに応じて画像
処理が切り替えられてもよい。そのような構成であっても、物体の位置によって画像処理
後の画素値が変化することを抑制することができる。
【００７３】
　なお、入力画像信号が撮影領域と非撮影領域とを含む画像の信号である場合に、分割ヒ
ストグラム取得部２０２と全体ヒストグラム取得部２０４は、撮影領域の画素値のみのヒ
ストグラムを取得することが好ましい。そのような構成とすれば、非撮影領域の画素によ
る画像処理パラメータへの影響を無くすことができる。
【００７４】
　なお、実施例１，２では、歪みのある画像の信号が、魚眼レンズを用いて撮影された画
像信号である場合の例を示したが、これに限らない。意図的な歪みのある画像の信号であ
れば、魚眼レンズ以外のレンズを用いて撮影された画像信号であってもよい。例えば、歪
みのある画像の信号は、広角レンズを用いて撮影された画像信号であってもよい。
【符号の説明】
【００７５】
　１０２　ヒストグラム取得部
　１０４　ヒストグラム補正部
　１０８　階調変換部
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　２０２　分割ヒストグラム取得部
　２０４　全体ヒストグラム取得部
　２０８　階調変換部

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】
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